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桔梗ハイヤー深夜乗合タクシー運行内容の変更について 

 

１ 経過 

（１）平成１６年（２００４年）１２月 

旧道路運送法の特例許可により運行開始 

（２）平成２０年（２００８年）１０月 

七飯町地域公共交通活性化協議会（平成２０年３月設置）において継続運行を承認 

（３）平成２９年（２０１７年）３月 

七飯町地域公共交通会議（平成２９年２月）において経路変更を承認 

（４）平成３１年（２０１９年）３月 

七飯町地域公共交通会議において運行本数変更を承認 

（５）令和４年（２０２２年）２月 

コロナ禍による利用激減のため、函館運輸支局へ一般乗合旅客自動車運送事業運行計

画変更届出書（運行本数の減，平日１０便・休日６便→全日２便）を提出 

（６）令和４年（２０２２年）６月 

需要の一部回復のため，函館運輸支局へ一般乗合旅客自動車運送事業運行計画変更届

出書（運行本数の増，全日２便→平日６便・休日２便）を提出 

（７）令和４年（２０２２年）８月 

七飯町地域公共交通活性化協議会において運行区域及び料金変更を承認 

 

２ 協議概要 

 本件は、平成１６年１２月から一般の乗合バスが終了した午後９時以降にタクシー車両を

利用して函館市内から七飯方面に運行している乗合タクシーである。 

運行態様は区域運行に分類され、道路運送法に基づく運行の許可に当たっては、路線定期

運行との整合性を図る必要があり、法に基づく協議会において協議が調っていることが前提

とされている。 

町では、上記経過のとおり、過去に設置していた法に基づく協議会において協議が調って

きたことから、現在の乗合タクシーが運行されているところである。 

この度、乗合タクシーを実施している株式会社桔梗ハイヤーから、運行内容を一部変更し

たいとの申出があり、町内の区域における変更（運行地区の一部廃止、減便、料金の変更）

が含まれていることから、本協議会において協議を行うものである。 

 

夜間運行時間帯に勤務する乗務員数が不足していることから、令和４年８月に七飯町地域

公共交通活性化協議会で承認された運行内容について、平日の運行本数について減便すると

ともに、運行区域Ａ地区のうち、利用者の少ない北美原及び石川地区については廃止する。 

また、運賃については、運行開始当初、１台当たり４人程度の乗合率を見込み、当該区間

の通常タクシー運賃を４人で除した金額を基に設定していた。しかしながら、現状の平均乗
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合率は約２.６人と当初の見込みを下回っていることに加え、近年の原油価格高騰等の影響

もあり、現行運賃の維持が困難な状況となっている。さらに、令和７年 12 月 1 日付けで函

館交通圏における通常タクシー運賃の改定が実施されたことを踏まえ、運賃の改定を行う。 

 

３ 運行概要 

（１）運行車両【変更無し】 

ジャンボタクシー１台（９人乗り）、タクシー２６台 

 ※運行車両はタクシー事業と併用 

（２）運行本数 

ア 月曜日から土曜日まで 

【変更前】  【変更後】 

便／ 

バス停 

函館 

駅前 
松風町 

中央 

病院前 
五稜郭 

 便／ 

バス停 

函館 

駅前 
松風町 

中央 

病院前 
五稜郭 

1 便 21:10 21:12 21:18 21:20  1 便 21:10 21:12 21:18 21:20 

2 便 22:10 22:12 22:18 22:20  2 便 22:10 22:12 22:18 22:20 

3 便 23:10 23:12 23:18 23:20  3 便 23:10 23:12 23:18 23:20 

4 便 0:10 0:12 0:18 0:20       

5 便 1:10 1:12 1:18 1:20       

  イ 日曜日及び祝祭日 

【変更無し】  【変更無し】 

便／ 

バス停 

函館 

駅前 
松風町 

中央 

病院前 
五稜郭 

 便／ 

バス停 

函館 

駅前 
松風町 

中央 

病院前 
五稜郭 

1 便 21:10 21:12 21:18 21:20  1 便 21:10 21:12 21:18 21:20 

2 便 22:10 22:12 22:18 22:20  2 便 22:10 22:12 22:18 22:20 

3 便 23:10 23:12 23:18 23:20  3 便 23:10 23:12 23:18 23:20 

（３）運休日【変更無し】 

   １２月３１日、１月１日 

（４）運行地区及び料金（乳児は無料）                     （単位：円） 

【変更前】  【変更後】 

地

区 
区域 大人  

地

区 
区域 大人 

Ａ 

函

館

市 

北美原、石川、桔梗 1,000 

 

Ａ 

函

館

市 

桔梗 2,100 

Ｂ 七

飯

町 

大川、中野 1,200  Ｂ 七

飯

町 

大川、中野 2,300 

Ｃ 大中山、中島 1,400  Ｃ 大中山、中島 2,600 

Ｄ 本町、緑町、鳴川 1,600  Ｄ 本町、緑町、鳴川 3,000 
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○参考１ Ａ地区利用者の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参考２ １台当たりの平均乗合率実績 

年月 
利用人数 

（人） 

台数 

（台） 

１台当たり人数 

（人／台） 

令和６年１月～令和６年１２月 3,882 1,486 2.6 

令和７年１月～令和７年１２月 3,575 1,347 2.7 

合計 7,457 2,833 2.6 

 

  

当初見込んでいた

１台当たり４人程

度の乗合率を下回

っていることか

ら、現行運賃の維

持が困難である。 

13人
15人

131人

年月：令和7年12月20日～令和8年2月14日

北美原

石川

桔梗

『桔梗』と比較すると
『北美原・石川』の利用
が少ない状況である。 
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５ 承認条件 

（１）当該事業に係る運行時間帯については、一般乗合バスが運行していない夜間の時間帯

に限ることとし、変更を要する場合は、事前に本協議会で協議を行うこと。 

（２）当該事業に使用する車両については、タクシー事業と併用を認める。 

 

６ 関係法令（抜粋） 

○道路運送法 

第４条 一般旅客自動車運送事業を経営しようとする者は，国土交通大臣の許可を受けな 

ければならない。 

【一般乗合旅客自動車運送事業の許可及び事業計画変更認可等に関する審査基準】 

（平成 13 年 12 月 26 日付け 北海道運輸局公示第 44 号(令和 7年 4月 15 日最終改正)） 

１ 許可（道路運送法（以下「法」という。）第４条第１項） 

（１）運行の態様の定義 

①，② 略 

③ 区域運行は、路線を定めず、旅客の需要に応じた乗合運送を行う運行の形態をいう。 

（２）事業の適切性 

①，② 略 

③ 路線不定期運行及び区域運行は、利用者利便の確保のため路線定期運行との整合性

がとられているもの（地域公共交通会議又は道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省

令第７５号。以下「規則」という。）第４条第２項に規定する協議会（以下「地域公共

交通会議等」という。）で地域交通のネットワークを構築する観点から協議が調ってい

ること。ただし、交通空白地帯、交通空白時間又は過疎地であって路線定期運行によ

るものが不在である場合等明らかに路線定期運行との整合性をとる必要がない場合

はこの限りではない。）であること。 


